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一
　
赤
城
の
大
沼

明
治
四
十
一
年
十
月
の
末
、
わ
れ
三
度
目
に
て
妙
義
山
に
遊
び
、
去
つ
て
榛
名

山
の
麓
を
過
ぎ
て
、
赤
城
山
に
上
り
ぬ
。

　
世
に
、
妙
義
、
榛
名
、
赤
城
の
三
山
を
、
上
州
の
三
名
山
と
稱
す
。
げ
に
、

い
づ
れ
も
、
名
山
也
。
さ
れ
ど
、
各
〻
其
特
色
を
異
に
す
。
ま
づ
高
さ
を
云
へ

ば
、
赤
城
は
六
千
尺
、
榛
名
は
五
千
尺
、
妙
義
は
三
千
尺
に
も
足
ら
ず
。
大
き

さ
を
云
へ
ば
、
妙
義
は
二
里
四
方
、
榛
名
は
六
里
四
方
、
赤
城
は
十
里
四
方
の

地
盤
を
占
む
。
赤
城
に
も
、
榛
名
に
も
、
湖
あ
り
、
溪
流
あ
り
、
瀑
布
あ
り
。

妙
義
に
は
、
全
く
水
無
し
。
赤
城
は
骨
を
露
は
さ
ず
、
榛
名
は
少
し
露
は
し
、

妙
義
は
大
い
に
露
は
す
。
殊
に
そ
の
石
門
の
奇
は
、
天
下
無
比
也
。
名
山
と
云

は
ば
、
三
山
皆
洩
れ
ざ
る
が
、
高
山
と
云
は
ば
、
赤
城
也
。
大
山
と
云
は
ば
赤

城
也
、
榛
名
も
之
に
入
る
。
奇
山
と
云
は
ば
、
妙
義
の
獨
占
に
歸
す
。

　
げ
に
、
妙
義
は
奇
拔
也
。
さ
れ
ど
、
妙
義
の
奇
拔
を
喜
ぶ
の
趣
味
よ
り
推
し

て
、
赤
城
を
平
凡
と
の
み
け
な
さ
ば
、
こ
れ
赤
城
の
眞
相
を
知
ら
ざ
る
者
也
。

赤
城
は
壯
大
也
。
さ
れ
ど
、
赤
城
の
壯
大
を
喜
ぶ
の
趣
味
よ
り
推
し
て
、
妙
義

を
狹
小
と
の
み
け
な
さ
ば
、
こ
れ
妙
義
の
特
色
を
知
ら
ざ
る
者
也
。
も
し
維
新

の
三
傑
を
以
て
、
上
毛
の
三
名
山
に
比
す
れ
ば
、
も
と
よ
り
全
體
と
い
ふ
わ
け

に
は
行
か
ざ
れ
ど
も
、
或
點
は
、
西
郷
隆
盛
は
赤
城
也
、
木
戸
孝
允
は
榛
名
也
、

大
久
保
利
通
は
妙
義
也
。
今
の
大
政
治
家
を
以
て
す
れ
ば
、
山
縣
公
は
赤
城
也
、

伊
藤
公
は
榛
名
也
、
大
隈
伯
は
妙
義
也
。
古
の
英
雄
に
及
べ
ば
、
織
田
信
長
は

妙
義
也
、
豐
臣
秀
吉
は
榛
名
也
、
徳
川
家
康
は
赤
城
也
。
政
治
家
や
實
業
家
は
、

赤
城
的
な
る
が
多
く
、
宗
教
家
も
名
僧
と
な
れ
ば
赤
城
的
也
。
學
者
や
藝
術
家

は
妙
義
的
な
る
が
多
く
、
軍
人
も
士
官
時
代
は
妙
義
的
也
。
概
し
て
、
日
本
國

民
は
妙
義
的
也
。
日
本
國
民
の
中
に
て
も
、
上
州
の
人
士
は
、
妙
義
的
な
る
や

う
に
見
受
け
ら
る
ゝ
也
。

　
わ
れ
二
十
一
歳
に
し
て
、
始
め
て
妙
義
に
上
り
ぬ
。
三
十
五
歳
に
し
て
、
始

め
て
榛
名
に
上
り
ぬ
。
四
十
歳
に
し
て
、
始
め
て
赤
城
に
上
り
ぬ
。
い
づ
れ
も

皆
名
山
と
感
服
す
。
妙
義
は
、
當
年
見
て
奇
と
感
じ
、
今
日
見
て
も
奇
と
感
ず
。

當
年
も
し
赤
城
を
見
な
ば
、
平
凡
と
け
な
し
し
か
も
知
れ
ず
。
唯
〻
恥
づ
か
し

く
、
平
凡
の
資
、
青
年
時
代
に
も
、
妙
義
の
奇
を
得
ず
、
壯
年
時
代
に
な
り
て

も
、
赤
城
の
大
を
得
る
能
は
ざ
る
こ
と
を
。

　
赤
城
は
四
方
八
方
よ
り
登
ら
る
ゝ
山
な
る
が
、
わ
れ
は
、
前
橋
驛
に
下
り
て

小
暮
路
を
取
り
ぬ
。
そ
の
小
暮
路
の
手
前
を
早
く
右
へ
ま
が
り
て
、
前
橋
の
市

外
に
出
で
、
近
く
面
前
に
赤
城
の
荒
山
、
鍋
割
、
硯
石
の
三
山
を
見
る
も
の
の
、

路
多
く
し
て
、
い
づ
れ
を
小
暮
路
と
も
、
わ
き
難
し
。
『
小
暮
へ
は
〳
〵
』
と
、

七
度
も
八
度
も
人
に
問
ひ
て
、
漸
く
小
暮
路
に
出
づ
れ
ば
、
岐
路
あ
れ
ど
紛
は

ず
。
路
は
高
ま
る
と
も
な
く
高
ま
り
て
、
顧
み
れ
ば
、
上
州
の
平
原
早
や
廣
く

開
け
た
り
。
朱
の
鳥
居
の
立
て
る
處
、
二
三
の
飮
食
店
あ
り
、
農
家
も
あ
り
。

こ
れ
小
暮
村
也
。
一
店
に
休
息
し
、
『
前
橋
へ
は
何
里
』
と
問
へ
ば
、
『
二
里
』

と
い
ふ
。
『
赤
城
山
ま
で
は
』
、
『
五
里
』
と
い
ふ
。
一
時
間
ぐ
ら
ゐ
休
息
し

て
も
大
丈
夫
と
落
ち
つ
き
て
、
微
醉
を
買
ふ
。
荷
馬
車
四
つ
五
つ
店
前
に
と
ま

り
、
四
五
人
の
若
者
ど
や
〳
〵
入
り
來
り
て
、
茶
を
飮
み
、
菓
子
を
食
ひ
、
愉

快
げ
に
語
り
、
且
つ
笑
ひ
居
り
し
が
、
『
こ
ら
、
往
來
の
眞
中
に
車
を
置
く
』

と
怒
鳴
る
聲
を
先
だ
て
て
、
思
ひ
が
け
ず
も
巡
査
あ
ら
は
る
。
こ
り
や
青
天
の

霹
靂
、
大
い
に
恐
縮
せ
ざ
る
を
得
ず
。
若
者
一
同
し
ほ
た
れ
て
立
ち
上
り
、

『
誠
に
相
す
み
ま
せ
ぬ
』
。
『
名
前
を
云
へ
』
、
『
こ
の
度
は
、
ど
う
ぞ
御
許

し
を
』
。
『
貴
樣
の
名
は
』
、
『
苗
字
は
』
、
『
村
は
』
、
『
番
地
は
』
、

『
年
齡
は
』
と
、
手
帳
取
り
出
し
て
、
一
々
書
き
つ
く
。
若
者
一
齊
に
査
公
の
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前
に
立
ち
竝
び
、
手
を
膝
に
體
を
幾
ん
ど
直
角
に
曲
げ
て
、
幾
回
と
な
く
頭
を

下
に
動
か
す
。
査
公
の
鋭
き
目
は
、
そ
の
若
者
に
向
は
ず
し
て
、
却
つ
て
余
の

方
に
向
ひ
し
が
、
『
將
來
を
愼
め
』
と
一
喝
し
て
、
佩
劍
が
ち
や
〳
〵
と
肩
を

ゆ
す
つ
て
去
る
。

　
赤
城
の
裾
野
を
だ
ら
／
″
＼
と
、
上
る
と
も
な
く
上
る
こ
と
凡
そ
一
里
半
、

水
が
欲
し
く
な
り
し
頃
、
一
軒
の
小
屋
を
得
て
休
息
す
。
小
屋
の
前
に
繋
げ
る

馬
の
主
に
や
、
十
六
七
歳
の
少
年
、
腰
か
け
て
休
み
居
た
り
。
『
あ
の
馬
は
乘

せ
る
か
』
、
『
乘
せ
ま
す
る
』
と
、
相
談
一
言
に
ま
と
ま
り
て
、
わ
れ
乘
り
、

少
年
牽
く
。
馬
に
騎
り
て
上
れ
る
を
見
て
も
、
赤
城
山
の
嶮
な
ら
ざ
る
こ
と
は
、

推
し
て
知
る
べ
し
。
鍋
割
、
硯
石
二
山
の
間
、
谷
さ
ま
で
狹
か
ら
ず
、
白
川
と

い
ふ
小
溪
ち
よ
ろ
〳
〵
流
る
。
木
は
あ
れ
ど
も
、
林
を
な
さ
ず
、
左
右
前
後
の

眺
望
、
い
と
暢
び
や
か
也
。
風
や
ゝ
寒
け
れ
ば
、
手
拭
を
頬
被
り
に
す
。
路
も

危
か
ら
ね
ば
、
兩
手
を
懷
ろ
に
收
む
。
路
、
右
に
轉
じ
て
、
右
方
に
荒
山
見
え

初
め
、
處
々
に
紅
葉
の
點
綴
せ
る
を
見
る
。
『
秋
の
山
は
綺
麗
だ
』
と
、
少
年

獨
言
の
や
う
に
云
ふ
。
ま
た
暫
く
し
て
、
『
秋
の
山
は
綺
麗
だ
』
と
繰
り
か
へ

す
。
げ
に
、
山
は
秋
、
旅
も
秋
也
。

　
箕
輪
と
て
、
五
六
軒
の
農
家
あ
る
處
を
過
ぎ
て
、
さ
き
の
小
屋
よ
り
凡
そ
二

里
ば
か
り
來
り
し
頃
、
馬
は
石
に
一
寸
つ
ま
づ
く
。
少
年
ふ
り
か
へ
り
て
、

『
鐵
蹄
が
と
れ
た
』
と
い
ふ
。
『
下
り
て
や
ら
う
か
』
、
『
さ
う
願
ひ
ま
せ
う

か
』
と
相
談
又
一
言
に
ま
と
ま
り
、
下
り
て
徒
歩
す
。
岐
路
あ
り
。
右
は
地
藏

の
湯
、
左
は
赤
城
神
社
と
、
木
標
人
を
導
く
。
地
藏
の
湯
を
經
て
も
赤
城
神
社

に
行
か
る
べ
け
れ
ど
、
路
や
ゝ
遠
し
。
こ
の
湯
、
も
と
地
獄
谷
温
泉
と
稱
し
た

り
し
が
、
温
泉
湧
出
せ
ぬ
や
う
に
な
り
、
こ
の
頃
は
、
鑛
物
を
水
に
溶
か
し
て

沸
か
す
や
う
に
し
た
る
が
、
そ
れ
で
も
疝
氣
に
効
能
あ
る
と
か
に
て
、
近
郷
よ

り
來
り
浴
す
る
も
の
あ
り
と
聞
く
。
少
し
山
坂
ら
し
く
な
り
た
る
か
と
思
へ
ば
、

早
や
峠
也
。
右
に
地
藏
ヶ
嶽
を
仰
ぎ
つ
ゝ
、
だ
ら
／
″
＼
下
り
て
大
沼
に
達
す
。

湖
面
熨
し
た
る
や
う
に
て
、
げ
に
、
自
然
の
一
大
明
鏡
也
。
湖
を
隔
て
て
、
黒

檜


山
を
仰
ぐ
。
此
方
の
大
木
は
、
葉
既
に
落
ち
つ
く
し
た
れ
ど
、
黒
檜
山
の
腰

に
は
、
な
ほ
紅
葉
あ
り
。
折
し
も
夕
日
は
對
岸
に
の
み
及
び
て
、
紅
葉
ひ
と
し

ほ
鮮
か
に
、
黒
檜
山
と
共
に
水
に
う
つ
り
て
、
孰
れ
か
眞
、
孰
れ
か
影
と
疑
は

る
ゝ
ば
か
り
に
明
か
也
。

　
こ
の
美
景
を
を
眺
め
つ
ゝ
數
町
ゆ
け
ば
、
湖
の
東
端
水
に
背
い
て
、
可
成
り

大
な
る
祠
宇
の
立
て
る
を
見
る
。
こ
れ
赤
城
神
社
也
。
前
は
長
屋
門
に
、
後
ろ

と
左
右
と
は
、
樅
の
大
木
に
圍
ま
る
。
そ
の
長
屋
門
の
祠
に
面
し
た
る
處
に
、

茶
菓
を
賣
る
店
あ
る
は
、
め
づ
ら
し
き
樣
也
。
祠
畔
唯
〻
一
つ
の
人
家
な
る
旅

店
に
投
ず
。
可
成
り
ひ
ろ
く
し
て
、
數
十
の
客
を
容
る
ゝ
に
足
れ
ど
、
直
ち
に

湖
水
に
接
し
て
居
ら
ざ
る
は
、
慊
ら
ぬ
心
地
す
。

　
山
の
湖
は
平
地
の
湖
と
は
異
な
り
て
、
一
種
清
幽
の
趣
を
有
す
。
も
し
其
大

を
言
は
ば
、
陸
奧
に
十
和
田
湖
あ
り
。
關
東
に
て
最
も
大
な
る
は
、
日
光
の
中

禪
寺
湖
也
。
箱
根
の
蘆
ノ
湖
之
に
次
ぐ
。
こ
の
大
沼
は
、
周
圍
わ
づ
か
一
里
ぐ

ら
ゐ
な
れ
ど
、
山
湖
の
山
湖
ら
し
き
趣
を
見
む
に
は
、
却
つ
て
此
位
の
大
き
さ

を
可
と
す
。
こ
の
湖
、
南
北
九
町
、
東
西
十
五
町
と
稱
せ
ら
る
。
中
間
や
ゝ
せ

ば
ま
り
て
、
形
ほ
ゞ
瓢
箪
に
似
た
り
。
東
方
即
ち
赤
城
神
社
の
あ
る
あ
た
り
が
、

其
口
に
あ
た
る
。
口
に
、
ち
よ
ろ
〳
〵
清
水
を
う
く
る
が
、
尻
も
裂
け
て
沼
尾

川
と
な
り
、
西
に
向
ひ
、
鈴
ヶ
嶽
の
北
麓
を
下
り
て
、
利
根
川
に
注
ぐ
。
岸
に

平
か
に
し
て
、
路
は
近
く
水
に
接
し
て
、
湖
を
一
周
す
。
東
北
の
方
に
、
小
島

あ
り
。
平
か
に
し
て
、
樹
を
帶
び
て
、
巖
を
帶
び
ず
。
岸
と
相
距
る
こ
と
わ
づ

か
に
七
八
間
、
砂
洲
之
に
連
な
る
。
歩
し
て
行
く
を
得
べ
し
。
祠
の
外
に
は
、

人
家
な
し
、
唯
〻
東
西
に
わ
か
れ
て
、
二
軒
の
宿
屋
あ
る
の
み
也
。
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二
　
黒
檜
山

腰
に
握
飯
を
帶
び
た
れ
ば
、
夜
ま
で
は
人
家
な
き
山
路
も
、
安
心
し
て
歩
け
る

也
。
大
沼
の
北
端
よ
り
、
直
ち
に
五
輪
峠
を
越
え
て
、
赤
城
山
を
北
に
下
ら
む

と
思
ひ
し
が
、
雄
拔
な
る
黒
檜
山
を
仰
ぎ
見
て
は
、
上
ら
ず
に
は
居
ら
れ
ず
。

赤
城
神
社
よ
り
頂
上
ま
で
一
里
の
程
と
聞
く
。
歸
り
は
、
頂
上
よ
り
直
ち
に
五

輪
峠
に
下
ら
ば
、
ほ
ん
の
一
里
だ
け
の
迂
路
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
と
て
、
石
標
に

登
り
口
を
教
へ
ら
れ
て
上
る
。
し
ば
し
深
林
の
中
を
行
き
、
頂
上
を
左
の
方
、

咫
尺
の
上
に
見
な
が
ら
、
路
は
右
方
に
轉
じ
て
蛇
行
す
。
赤
城
山
も
こ
ゝ
に
至

り
て
、
は
じ
め
て
山
路
ら
し
く
、
又
深
山
ら
し
く
思
は
る
ゝ
也
。
峯
背
を
つ
た

ひ
て
、
い
よ
〳
〵
黒
檜
の
肩
と
も
い
ふ
べ
き
處
に
到
れ
ば
、
路
い
よ
〳
〵
嶮
な

る
が
、
そ
れ
も
、
し
ば
し
の
程
に
て
、
や
が
て
頂
上
に
達
す
。
頂
上
は
、
東
西

に
細
長
く
し
て
、
東
端
に
二
つ
三
つ
の
石
の
ほ
こ
ら
あ
り
。
西
端
に
は
、
木
の

ほ
こ
ら
あ
り
。
中
央
に
測
量
の
三
角
點
あ
り
。
こ
の
頂
上
は
、
唯
〻
躑
躅
が
ぽ

つ
〳
〵
生
ひ
た
る
の
み
に
て
、
ど
こ
に
て
も
、
四
方
の
眺
望
ひ
ら
け
た
れ
ど
、

ま
づ
〳
〵
こ
ゝ
に
て
と
て
、
三
角
點
に
踞
し
て
休
息
す
。
大
沼
、
今
や
脚
下
に

在
り
。
南
に
は
、
地
藏
ヶ
嶽
、
湖
を
壓
し
て
高
し
。
東
南
に
は
、
小
沼
を
見
る
。

位
置
は
大
沼
よ
り
一
段
高
け
れ
ど
、
大
き
さ
は
小
沼
の
名
に
負
ひ
て
、
大
沼
の

五
六
分
の
一
に
過
ぎ
ず
。
長
七
郎
山
、
そ
の
傍
に
峙
つ
。
高
さ
も
小
沼
に
相
應

す
。
西
南
に
は
、
鈴
ヶ
嶽
、
群
峯
を
壓
し
て
劍
立
す
。
眼
界
の
及
ぶ
處
は
こ
れ

だ
け
に
て
、
四
方
す
べ
て
霧
に
か
く
れ
た
り
。

　
黒
檜
、
地
藏
、
鍋
割
、
荒
、
鈴
を
赤
城
の
五
山
と
稱
す
。
こ
れ
赤
城
山
彙
の

お
も
な
る
も
の
也
。
鍋
割
、
荒
の
二
山
は
、
き
の
ふ
白
川
の
溪
を
遡
り
し
時
、

右
に
仰
ぎ
た
り
。
黒
檜
は
、
湖
を
隔
て
て
仰
ぎ
た
り
。
今
わ
れ
黒
檜
の
絶
頂
に

在
り
て
、
左
に
地
藏
を
見
、
右
に
鈴
ヶ
嶽
を
見
る
。
鍋
割
、
荒
山
は
、
地
藏
に

遮
ら
る
。
遮
ら
れ
ず
と
も
、
他
の
奇
な
し
。
黒
檜
、
地
藏
、
鈴
の
三
山
は
、
各

〻
特
色
あ
り
。
地
藏
は
大
、
黒
檜
は
高
、
鈴
ヶ
嶽
は
鋭
也
。

　
日
は
赤
々
と
照
り
た
れ
ど
朝
の
風
寒
し
。
枯
木
を
焚
き
て
暖
を
取
る
。
火
の

熾
ん
に
あ
が
る
を
見
る
は
心
地
よ
き
も
の
な
る
が
、
山
上
に
火
を
焚
く
は
、
心

地
よ
き
度
を
越
し
て
痛
快
也
。
ま
し
て
、
風
寒
く
し
て
、
路
伴
な
き
に
於
て
を

や
。
今
や
余
は
數
尺
の
火
炎
を
相
手
に
し
て
、
人
界
を
六
千
尺
の
下
に
見
下
す

也
。

　
ふ
と
眼
を
放
て
ば
、
南
方
雲
解
け
て
、
一
の
高
山
、
天
半
に
見
え
初
め
た
り
。

そ
の
煙
を
噴
け
る
は
、
た
し
か
に
是
れ
淺
間
山
也
。
雲
は
次
第
に
西
方
に
向
ひ

て
解
け
て
、
淺
間
に
つ
ゞ
け
る
諸
高
山
、
次
第
に
あ
ら
は
れ
來
た
る
。
草
津
の

白
根
山
も
、
そ
の
中
に
あ
る
べ
し
。
や
ゝ
近
く
西
北
に
當
り
て
、
頂
の
二
つ
に

わ
れ
た
る
高
山
も
見
ゆ
。
圖
を
按
じ
て
、
そ
の
武
尊





山
な
る
を
知
る
。
こ
の
具

合
な
ら
ば
、
日
光
の
男
體
山
が
見
え
出
す
か
も
知
れ
ず
、
筑
波
も
見
え
出
す
か

も
知
れ
ず
、
富
士
も
見
え
出
す
か
も
知
れ
ず
、
ま
あ
〳
〵
待
つ
て
見
む
と
て
、

火
に
あ
た
り
な
が
ら
、
圖
を
按
じ
て
、
眼
を
四
方
に
馳
す
。

　
さ
れ
ど
、
思
ひ
通
り
に
は
、
雲
は
霽
れ
ず
。
始
め
の
程
は
、
北
麓
が
雲
に
鎖

さ
れ
た
り
。
そ
の
雲
去
る
か
と
思
へ
ば
、
雲
は
南
麓
に
來
た
る
。
南
麓
霽
る
ゝ

か
と
思
へ
ば
、
雲
ま
た
北
麓
に
涌
き
、
近
く
我
に
及
ば
む
と
し
て
及
ば
ず
。
其

雲
も
終
に
去
れ
り
。
頭
上
は
、
は
じ
め
よ
り
、
ど
ち
ら
を
見
て
も
雲
無
し
。
さ

れ
ど
目
ざ
す
方
面
は
、
容
易
に
霽
れ
む
と
も
せ
ず
。
か
く
て
十
二
時
近
く
な
り

け
れ
ば
、
辨
當
と
り
出
だ
し
て
食
ふ
程
に
、
う
れ
し
や
日
光
方
面
の
雲
霽
れ
た

り
。
連
山
の
中
に
て
、
最
も
高
き
が
、
熟
知
せ
る
男
體
山
也
。
男
體
山
も
、
こ

の
方
面
よ
り
見
れ
ば
、
連
山
の
彼
方
に
、
兜
形
の
頭
を
出
だ
せ
る
の
み
に
て
、

淺
間
の
美
觀
に
比
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
わ
れ
は
、
他
の
方
面
に
於
け
る

日
光
の
美
觀
を
知
り
居
る
也
。
日
光
も
、
淺
間
も
、
海
拔
八
千
尺
以
上
に
及
ぶ
。
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關
東
の
高
山
と
し
て
、
東
西
の
兩
大
關
也
。

　
午
食
終
ら
ば
、
山
を
下
ら
む
と
思
ひ
し
が
、
男
體
山
の
見
え
出
し
た
る
に
、

心
又
動
き
、
お
そ
く
な
ら
ば
今
一
度
湖
畔
に
宿
り
て
も
よ
し
と
決
心
し
て
、
頂

上
に
あ
り
し
こ
と
凡
そ
五
時
間
の
久
し
き
に
及
べ
ど
、
雲
の
模
樣
は
變
り
さ
う

に
も
見
え
ざ
れ
ば
、
終
に
斷
念
し
て
湖
畔
に
下
り
、
今
宵
は
、
湖
西
の
宿
屋
に

投
ず
。
昨
日
宿
り
し
あ
た
り
を
大
洞
と
稱
し
、
こ
ゝ
を
沼
尻
と
稱
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
沼
尾
溪
の
紅
葉

大
沼
よ
り
出
づ
る
沼
尾
川
は
、
可
成
り
の
水
量
あ
り
。
大
瀑
と
稱
す
る
瀑
布
あ

り
と
聞
き
、
宿
の
老
人
に
、
其
高
さ
を
問
へ
ば
、
『
十
丈
も
あ
る
べ
し
』
と
い

ふ
。
こ
れ
だ
け
の
水
量
に
て
、
高
さ
十
丈
な
ら
ば
見
る
に
足
る
。
よ
し
や
、
見

る
に
足
ら
ず
と
も
、
大
瀑
あ
り
と
聞
き
な
が
ら
、
見
ず
し
て
去
る
は
、
氣
が
す

ま
ざ
る
也
。
余
は
再
び
豫
定
の
旅
程
を
變
へ
ぬ
。

　
宿
の
老
人
を
導
者
と
し
て
、
沼
尾
川
の
右
岸
を
下
る
。
こ
の
川
、
し
ば
し
が

程
は
平
か
な
る
が
、
や
が
て
急
に
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
路
も
右
に
離
れ
て
高

ま
る
。
そ
れ
も
ほ
ん
の
一
寸
の
事
に
て
、
僅
々
四
五
町
の
峠
を
越
せ
ば
、
は
や

下
り
一
方
也
。
左
に
鈴
ヶ
嶽
の
劍
立
す
る
を
見
る
。
そ
の
四
分
通
り
よ
り
下
は
、

山
一
杯
が
紅
葉
也
。
そ
れ
よ
り
以
上
は
、
既
に
散
り
た
る
也
。
前
よ
り
右
へ
か

け
た
る
山
々
谷
々
、
す
べ
て
紅
葉
な
ら
ざ
る
は
無
し
。
赤
城
山
も
こ
の
あ
た
り

は
、
樹
木
茂
る
。
そ
の
紅
葉
の
美
は
、
關
東
に
於
け
る
紅
葉
の
一
勝
地
と
稱
す

る
に
足
る
。
さ
れ
ど
、
こ
れ
赤
城
の
裏
手
に
し
て
、
西
方
の
路
也
。
わ
れ
若
し

前
橋
方
面
の
表
口
よ
り
上
り
て
、
直
ち
に
北
に
下
ら
ば
、
こ
の
赤
城
の
紅
葉
の

美
を
知
ら
ず
に
す
む
べ
か
り
し
也
。

　
路
、
湲
に
近
づ
き
て
、
身
は
紅
葉
の
中
に
入
る
。
一
瀑
あ
り
、
高
さ
三
四
丈
、

錦
繍
の
間
に
、
一
筋
の
白
布
を
懸
く
。
沼
尾
よ
り
一
里
の
程
也
。
『
こ
れ
が
大

瀑
か
』
と
問
へ
ば
、
『
大
瀑
は
、
も
つ
と
下
の
方
な
り
』
と
い
ふ
。
『
さ
ら
ば
、

こ
の
瀑
の
名
は
』
と
問
へ
ば
、
『
こ
の
あ
た
り
を
鷹
ノ
巣
と
稱
す
れ
ば
、
鷹
ノ

巣
瀧
と
で
も
云
ふ
な
ら
む
』
と
い
ふ
。
川
を
左
に
わ
た
り
て
、
饅
頭
の
如
き
草

の
山
を
下
る
。
枯
尾
花
、
人
を
沒
し
て
、
全
身
露
に
び
し
よ
ぬ
れ
に
な
る
。
沼

尻
よ
り
凡
そ
三
里
に
し
て
、
沼
尾
川
を
右
に
わ
た
る
。
谷
あ
ひ
は
畑
ひ
ら
け
て
、

二
三
軒
の
農
家
見
ゆ
。
こ
ゝ
を
川
下
新
開










と
稱
す
。
こ
ゝ
よ
り
溪
を
上
に
徒
渉

し
て
、
數
十
丈
の
絶
壁
の
間
を
二
三
町
も
行
け
ば
、
川
水
一
落
し
て
、
僅
に
五

六
尺
の
飛
流
と
な
る
。
『
こ
れ
が
大
瀑
な
り
』
と
導
者
云
ふ
。
『
こ
れ
が
十
丈

か
』
と
な
じ
れ
ば
、
『
實
は
先
年
獵
せ
し
時
に
、
ち
ら
と
覗
い
て
十
丈
も
あ
る

や
う
に
思
ひ
し
な
り
』
と
白
ば
く
る
。
こ
ゝ
に
、
十
丈
な
ら
ず
と
も
、
せ
め
て

四
五
丈
の
瀑
か
ゝ
ら
ば
、
瀑
と
し
て
見
る
に
足
る
。
絶
壁
如
何
に
も
高
く
、
且

つ
相
迫
り
て
、
幽
に
し
て
壯
也
。
夏
は
一
日
の
凉
を
取
る
に
足
る
べ
し
。
枯
木

を
焚
き
て
冷
氣
を
消
し
、
か
ね
て
氣
を
壯
に
す
。
導
者
の
背
に
せ
る
酒
瓶
を
取

出
だ
し
、
火
邊
に
置
き
て
、
煖
め
て
飮
み
、
握
飯
を
食
ふ
。
導
者
は
下
戸
也
、

酒
の
相
手
に
な
ら
ず
。
色
々
の
事
を
問
ふ
に
、
一
向
要
領
を
得
ず
。
年
は
七
十

一
、
耳
遠
し
。
大
き
な
聲
を
出
さ
ざ
れ
ば
聞
え
ず
。
老
耄
せ
し
に
も
由
る
べ
け

れ
ど
、
も
と
よ
り
目
に
は
一
丁
字
も
な
し
。
食
ひ
氣
と
慾
氣
と
の
外
に
は
、
何

も
解
せ
ず
。
若
き
時
は
こ
れ
に
唯
〻
一
つ
色
氣
が
加
は
り
居
り
し
な
る
べ
し
。

殊
に
大
瀑
を
十
丈
と
い
つ
は
る
よ
り
推
し
て
も
、
山
間
の
民
に
似
合
は
ず
、
ず

う
／
″
＼
し
き
男
也
。
げ
に
や
、
『
人
生
讀
書
憂
患
始
』
、
人
も
此
の
や
う
に

沒
分
曉
漢
に
な
れ
ば
、
長
命
は
出
來
る
筈
也
。

　
農
家
ま
で
戻
り
て
、
小
憩
し
て
歸
路
に
就
き
し
が
、
老
人
は
、
さ
き
の
薄
原

に
閉
口
し
て
、
『
別
路
を
取
ら
む
』
と
い
ふ
。
今
一
度
、
鷹
ノ
巣
瀧
と
や
ら
を

見
た
し
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
を
得
さ
へ
す
れ
ば
、
ど
の
路
を
と
り
て
も
よ
し
』
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と
云
へ
ば
、
さ
ら
ば
と
て
、
沼
尾
の
谷
よ
り
は
一
と
谷
北
に
當
れ
る
處
を
上
る
。

處
々
に
掘
立
小
屋
あ
り
、
炭
燒
釜
あ
り
。
鷄
鳴
き
、
犬
吠
ゆ
。
掌
大
の
地
に
、

杓
子
菜
も
生
ひ
た
り
。
こ
の
一
谷
、
も
と
の
ま
ゝ
な
ら
ば
、
紅
葉
の
美
觀
あ
る

べ
け
れ
ど
、
惜
し
や
、
拂
ひ
下
げ
ら
れ
て
、
木
は
み
な
薪
炭
と
な
ら
む
と
す
。

頂
上
の
處
の
み
僅
に
殘
れ
る
は
、
小
兒
の
芥
子
坊
主
に
も
譬
ふ
べ
し
。
そ
れ
が

紅
葉
な
れ
ば
、
毛
な
ら
、
餘
り
う
れ
し
か
ら
ぬ
赤
毛
也
。
聞
け
ば
こ
の
一
谷
の

木
、
八
百
五
十
圓
に
て
拂
ひ
下
げ
ら
れ
た
り
と
ぞ
。
『
そ
れ
で
、
幾
俵
の
炭
が

と
れ
る
か
』
と
問
へ
ば
、
『
一
萬
四
千
俵
の
豫
算
な
り
』
と
い
ふ
。
一
俵
四
五

十
錢
と
す
れ
ば
、
得
る
所
、
六
千
圓
内
外
、
正
味
の
利
益
は
幾
ら
に
な
る
か
迄

は
聞
い
て
も
見
ざ
り
き
。
雜
木
を
賣
拂
ひ
て
、
良
材
と
な
る
べ
き
木
を
植
ゑ
つ

く
る
も
よ
け
れ
ど
、
風
景
は
風
景
也
。
官
民
共
に
風
景
の
保
護
法
は
講
ぜ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
赤
城
山
中
、
よ
し
や
、
他
の
處
の
木
は
伐
採
す
る
と
も
、
大
沼
湖

畔
と
沼
尾
一
溪
と
は
、
伐
採
せ
ざ
ら
ま
ほ
し
き
も
の
也
。

　
知
り
あ
ひ
と
見
え
て
、
一
老
女
の
し
た
し
げ
に
導
者
に
語
る
を
聞
け
ば
、
さ

て
も
、
山
中
の
民
は
氣
の
長
き
も
の
哉
。
こ
の
春
、
案
内
の
男
の
み
は
知
り
て
、

縁
も
ゆ
か
り
も
な
き
山
林
の
吏
に
、
雨
宿
り
の
好
意
あ
ふ
れ
て
、
導
者
の
家
に

宿
る
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
預
け
て
置
い
て
く
れ
よ
と
て
、
洋
傘
を
貸
し
た
る
が
、

今
も
あ
る
か
と
の
事
也
。
老
人
は
、
『
お
れ
は
知
ら
ぬ
、
歸
つ
て
聞
い
て
見
よ

う
』
と
答
ふ
。
形
は
、
の
ん
き
な
る
も
、
山
中
に
も
、
社
會
一
般
否
以
上
の
生

活
難
あ
り
て
、
あ
け
て
も
炭
燒
き
、
暮
れ
て
も
炭
燒
き
、
つ
い
一
里
の
山
坂
一

つ
越
す
の
暇
だ
に
無
き
也
。

　
最
後
の
炭
燒
小
屋
よ
り
上
は
、
一
寸
、
路
な
き
山
を
上
り
、
彼
方
へ
下
れ
ば

細
徑
あ
り
。
こ
の
あ
た
り
、
木
よ
く
繁
り
て
、
滿
目
す
べ
て
紅
葉
也
。
こ
れ
も

他
日
薪
炭
に
伐
ら
る
ゝ
か
と
思
へ
ば
、
心
細
し
。
巨
巖
孤
立
し
て
、
紅
葉
を
帶

ぶ
。
『
名
あ
る
か
』
と
問
へ
ば
、
『
蝋
蠋
岩
』
襲
用
せ
ら
れ
て
、
今
は
古
く
さ

く
な
り
た
る
名
前
也
。
再
び
鷹
ノ
巣
の
瀧
を
見
て
、
以
爲
へ
ら
く
、
赤
城
に
遊

ぶ
も
の
、
半
日
の
閑
あ
ら
ば
、
來
り
觀
る
に
足
る
だ
け
の
價
値
あ
る
も
の
也
。

雜
木
が
薪
炭
と
な
ら
ぬ
限
り
は
、
こ
の
一
溪
、
殊
に
蝋
蠋
岩
の
あ
る
支
溪
は
、

赤
城
山
の
紅
葉
の
美
觀
を
添
ふ
る
も
の
也
。

　
枯
尾
花
の
中
に
、
ぼ
つ
／
″
＼
切
株
あ
り
。
導
者
あ
ち
こ
ち
尋
ね
ゆ
き
て
、

片
葉
と
稱
す
る
茸
を
採
り
し
が
、
夜
、
羹
と
な
り
て
、
膳
に
上
る
。
ひ
と
り
酒

を
の
み
て
、
寢
に
つ
き
し
に
、
母
屋
の
方
に
て
、
が
や
〳
〵
と
酒
宴
は
じ
ま
れ

る
樣
也
。
硫
黄
採
掘
所
こ
の
山
に
あ
る
由
な
る
が
、
今
酒
宴
を
な
せ
る
は
、
そ

の
鑛
夫
ど
も
と
お
ぼ
し
。
陽
氣
な
聲
に
て
、
歌
ひ
あ
ふ
ほ
ど
は
よ
か
り
し
が
、

い
つ
し
か
喧
嘩
を
は
じ
め
て
、
大
聲
だ
し
て
罵
り
あ
ふ
。
怪
我
せ
ぬ
程
に
喧
嘩

も
せ
よ
と
、
一
種
の
音
樂
を
き
く
氣
に
な
り
て
、
と
ろ
〳
〵
と
ま
ど
ろ
み
ぬ
。

　
赤
城
山
を
北
に
五
輪
峠
を
越
え
て
、
南
郷
さ
し
て
下
ら
む
と
す
。
湖
畔
の
路

は
わ
づ
か
十
五
六
町
な
れ
ど
、
宿
の
舟
あ
れ
ば
、
乘
り
て
湖
心
に
出
で
て
、
眺

望
を
縱
ま
ゝ
に
す
る
も
亦
一
興
と
、
舟
を
頼
み
お
き
し
に
、
朝
起
き
出
づ
れ
ば
、

『
老
人
は
舟
を
漕
ぐ
こ
と
を
知
ら
ず
』
と
て
斷
り
來
た
る
。
さ
ら
ば
、
仕
方
な

し
、
舟
の
計
畫
は
や
め
て
徒
歩
せ
む
と
て
、
勘
定
も
す
ま
し
、
茶
代
と
ら
せ
な

ど
す
る
ほ
ど
に
、
ま
た
報
じ
て
曰
く
、
『
網
打
の
男
來
り
け
れ
ば
、
頼
み
て
舟

を
出
す
こ
と
に
せ
り
』
と
。
一
つ
思
ひ
が
か
な
へ
ば
、
ま
た
一
つ
慾
が
起
る
。

舟
を
こ
ぐ
は
二
人
也
。
『
酒
の
む
か
』
と
問
へ
ば
、
共
に
『
大
好
き
な
り
』
と

い
ふ
。
さ
ら
ば
と
て
、
酒
と
罐
詰
と
を
舟
に
入
る
。
今
一
つ
慾
が
起
り
て
、

『
女
中
さ
ん
が
來
て
酌
し
て
く
れ
ぬ
か
』
と
云
ふ
に
、
『
い
つ
て
も
、
い
ゝ
よ
』

と
主
婦
は
女
中
に
向
つ
て
、
口
を
足
し
た
る
が
、
唯
〻
默
つ
て
答
へ
ざ
り
き
。

大
沼
の
湖
心
、
酒
を
舟
夫
と
分
ち
て
、
四
邊
を
顧
望
す
。
祠
官
の
息
子
、
同
じ

く
乘
り
た
る
が
、
文
字
あ
る
だ
け
に
、
問
ふ
所
一
々
要
領
を
得
る
は
、
う
れ
し
。

地
藏
、
黒
檜
の
二
山
、
相
對
し
て
湖
を
壓
し
、
鈴
ヶ
嶽
は
、
や
ゝ
離
れ
て
、
尖
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頭
を
あ
ら
は
す
。
赤
城
五
山
中
、
荒
、
鍋
割
の
二
山
だ
け
は
、
湖
よ
り
は
見
え

ず
、
言
は
ば
、
帷
幕
の
謀
に
は
あ
づ
か
る
を
得
ず
と
い
ふ
さ
ま
也
。
高
さ
は
黒

檜
が
第
一
也
。
地
藏
之
に
次
ぐ
。
大
沼
を
主
と
云
へ
ば
、
黒
檜
が
盟
主
也
。
さ

れ
ど
、
赤
城
山
全
體
よ
り
云
へ
ば
、
少
し
低
く
と
も
中
央
に
ひ
ろ
く
磅
礴
せ
る

地
藏
が
、
位
置
上
お
の
づ
か
ら
こ
れ
盟
主
也
。
も
し
人
に
譬
へ
て
、
地
藏
を
漢

の
高
祖
と
す
れ
ば
、
黒
檜
は
、
蕭
何
、
張
良
也
。
鈴
は
、
韓
信
、
陳
平
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
二
年
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
開
き
括
弧
の
欠
落
は
、
底
本
通
り
で
す
。

入
力
：
Ｈ
．
Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
雪
森

2018

年2

月25

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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